
 

 

 

 

 

 

 

第 1967 例会  

平成 30 年 8 月 27 日(月) 
12:30～ 海南商工会議所４F  

会員卓話 地区協報告 

 

１．開会点鐘 

２．ロータリーソング  「それでこそロータリー」 

３．出席報告 

会員総数 42 名   出席者数 25 名 

  出席率 59.52 ％  前回修正出席率 64.29 ％ 

 

４．会長スピーチ       会長 山畑 弥生 君 

皆さん、こんにちは！残暑厳

しくて、実りの秋がこいしく感

じられる今日この頃ですが、先

日のガバナー公式訪問では、樫

畑ガバナーのアドレスがとて

も素晴らしく、そして、メンバ

ーの皆さんもジャケット姿の

出席で例会が引き締まった様

に感じ本当に素敵でした。 

その例会前に、樫畑ガバナーと谷脇ガバナー補佐、

そして会長、幹事で事前懇談会が和やかな雰囲気の

中で約 1時間余り行われました。（途中から寺下会長

ノミニーも出席です）主にクラブの状況についての

お話でしたが、其のお話の中で当クラブは、星☆五

つを頂きました。五つ星と云いますとミシュランガ

イドの様ですが 要するに社会奉仕、国際奉仕、親

睦等の活発な活動＆米山、ロータリー財団への寄付

＆ＲＩや地区への上納金の納付等において優秀なク

ラブだと云うことでした。我がクラブが、とても誇

らしく思い、会長として、この様な喜びを与えて頂

いた皆さんに先ずは、ご報告と御礼を申し上げたい

と思います。 

さて、本日は、去る 8 月 9 日(木)の定例理事会議

事録の開示に伴い補足説明をさせて頂きますのでテ

ーブルに置いてあります議事録をご覧ください。 

主な報告事項は、協議事項 2）子供食堂の支援に

ついてですが、こども食堂のはじまりは 2012 年に東

京都大田区の「気まぐれ八百屋だんだん」店主の近

藤博子さんが、朝食や夕食を食べられない貧困家庭

の子供や孤食の存在を知り開設したとのことです。

そして、テレビなどのマスメディアで多く報じられ

活発化して行き、現在では、子供やその親、高齢者

の孤食防止など、多世代の交流の場としても注目を

集めているそうです。子ども食堂は、現在全国で

2,300 ヶ所、内和歌山県では 27 か所開設されていま

すが 7 人に 1 人が貧困家庭で（其の内、大半は、母

子家庭で 2 人に 1 人が貧困家庭）と云うことで、ま

だまだ足りないそうです。子供食堂を立ち上げるに

は、地域の事業所やボランティア団体等が、県に申

請（条件をクリア）すれば開設許可が下り、県から

幾らか補助金がおりて来るそうです。当クラブは、

前年度に引き続き本年度も社会奉仕委員会の活動と

して海南市内海「きうちこども食堂」＆黒江「オナ

カスイータ小さな家」の 2 施設と本年度新しく開設

されました紀美野町動木集会所の「きみの子ども食

堂 通称キノコ食堂」の合計３施設に、それぞれ 3万

円ずつ寄付すことを承認致しました。又、お手伝い

をして下さるボランティアの募集や、野菜等の食材

の寄附のご協力をお願いしますとのことです。 

協議事項 5）クラブ戦略計画委員会開催について

ですが、理事会にオブザーバーとして宮田委員長に

出席して頂き検討した結果、委員会のメンバーは、

副委員長にクラブ会長の山畑、委員には、元会長 5

名 深谷さん、谷脇さん、花田さん 上野山さん 中西

さん、そして、クラブ幹事中村さん、会長エレクト

寺下さん。後期には、会長、幹事ノミニーも加わり

ます。尚、元会長の皆さんは、ローテーション制で

委員会メンバーに入ります。開催予定は、前期 1回、

後期 1 回の予定です。第 1 回目の開催は、8 月 30 日

(木)に開会致しますので、後日皆さんにご報告致し

ます。 

協議事項 8）その他で台湾彰化東南ＲＣとの友好

クラブ締結について、本年度、更新期限が来ており、

相互のクラブ訪問時に締結書更新します。本年度は

当クラブへ来訪予定ですので、その折はご協力宜し

くお願い致します。 

では後程、中村幹事、田岡ＳＡＡが本日の卓話を

行います。宜しくお願い致します。 

 

8 月は会員増強・新クラブ結成推進月間 
(Membership and New Club Development Month) 
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５．幹事報告                 幹事 中村 俊之 君 

○メーキャップ 
御坊南ＲＣ  8 月 21 日（火） 山名 正一 君 
海南ＲＣ   8 月 22 日（水） 寺下   卓 君 

○例会臨時変更のお知らせ 
和歌山東ＲＣ  9 月 6 日（木）→9 月 3 日（月） 

18:30～ホテルグランヴィア和歌山 6Ｆ 
和歌山北ＲＣとの合同夜間例会 

６．会員卓話 
2018-2019 年度地区研修・協議会 

○ロータリー財団部門報告   SAA 田岡 郁敏 君 

 ロータリー財団委員長の魚

谷幸司さんが所用のため代わ

りに出席させていただきまし

た。今回は国際奉仕部門と合同

で開催されました。今年度のロ

ータリー財団委員会の委員長

は和歌山北 RC の初田隆生さん

です。ロータリー財団の標語は

「世界でよいことをしよう」で

す。ロータリー財団の使命として、ロータリアンが

人々の健康状態を改善し、教育への支援を高め、貧

困を救済することを通じて、世界理解、親善、平和

を達成できるようにすること。とされています。 

ロータリー財団はロータリアンである私たちの

「寄付」を資金とし財団プログラムへの参加によっ

て地元および国際社会に貢献しています。 

初田委員長は各クラブがロータリー財団プログラ

ムを通じて財団を身近なものとして感じ有意義な活

動に繋げて頂けるお手伝いができるよう取り組みた

いと所信表明されていました。 

地区目標としては、年次基金寄付「0」クラブ解消・

ポリオ撲滅への協力・恒久基金/大口基金の増進・ロ

ータリーカードの普及、増進・ロータリー財団への

寄付目標として年次基金寄付 1 人当たり 200 ドル以

上、ポリオプラス寄付 1人当たり 10 ドル以上となっ

ております。 

ここでロータリー財団への寄付の種類を確認して

おきたいと思います。 

大きく分けて年次基金寄付、恒久基金寄付、使途

指定寄付の 3種類あります。 

①先ず年次基金寄付は 50％が WF（world fund：国際

財団活動資金）として、あとの 50％が DDF（district 

designated fund：地区財団活動資金）として、3 年

間運用された後に全額使用されます。この 50％ずつ

に配分することを「シェアシステム」といいます。 

またそれぞれの上に利用可能な恒久基金利息を二分

されたものがプラスされます。WF と DDF の違いとし

てWFはロータリー財団管理委員会がその使途を決定

し、クラブや地区が計画するグローバル補助金事業

や、その他の財団プログラムの資金等に活用され、

DDF は地区が使途を決定します。②恒久基金寄付は元

金を使わない基金で利息のみを財団プログラムに毎

年使用します。③使途指定寄付はポリオ・プラスな

ど使い道を決めて寄付するものです。 

今年度の活動計画  

地区ロータリー財団委員会としては次の委員会で

活動していきます。 

①財団資金管理小委員会 

 補助金の管理を徹底させ適切な補助金管理につい

てロータリアンに情報や研修を提供します。補助金

セミナーの実施を支援するなどクラブの参加資格認

定を補助します。 

②財団補助金小委員会 花田さんが委員長をされて

います。ロータリー財団補助金の実施と、クラブが

補助金を活用して、人道的・教育的・職業的活動等

を実施できるよう支援します。 

③財団資金推進小委員会 

 地区における財団への寄付の増進と寄付者の表

彰・認証を管理します。またロータリー平和センタ

ープログラムへの参加の管理と推進を担当します。 

④ポリオ・プラス委員会 

 ポリオ撲滅活動をロータリアンや地域社会の方々

に推進し、募金活動を企画します。 

⑤財団学友小委員会 

 財団学友の現在を把握し、財団学友とロータリア

ンの友好な関係を再構築・維持するとともに、学友

会の発展、拡充を支援します。 

⑥財団監査委員会 

 地区ロータリー財団部門を監査します。 

以上 6委員会です。 

次に補助金について、DDF（地区財団活動資金）は

地区において、地区補助金（DG：district grants）

とグローバル補助金（GG：grobal grants）の２つに

分けられます。 

①地区補助金は 

 ・補助金の対象は各クラブにおける比較的短期間

（１年未満）・小規模のプロジェクト 

 ・国内の事業でも、国際レベルの事業でも申請で

きる 

 ・海外で事業を行う場合、実施地にロータリーク

ラブのあるなしを問わない 

 ・プロジェクトの分野は問わず地区の裁量で実施

できる 

 ・高校、大学、大学院への奨学金としても申請可

能で学校は国内海外を問わない 

 ・各クラブからの地区補助金の審査については地

区ロータリー財団委員会、地区国際奉仕委員長、

地区社会奉仕委員長から構成される地区補助金

審査委員会が担当する 

 ・補助金の財源は DDF の 50％以内 

地区が各クラブからの申請を一括してロータリ

ー財団に申請し、補助金を受け取りその後申請の

あったクラブに対し地区から補助金を授与する。 

ちなみに当地区補助金申請件数は 2016-2017 は

15クラブ32812ドル、2017-2018は 17クラブ27910

ドルでした。2018-2019年度の使用限度額は7～800

万円です。 

  申請期間は 5月 1日～6月 30 日まで。 

②グローバル補助金は 



 ・比較的大規模なプロジェクトが対象で、事業予

算は 3万ドル以上であること 

 ・6 重点分野のいずれかに該当すること 

   1、平和と紛争予防・紛争解決 2、疾病予防と

治療 3、水と衛生 4、母子の健康 5、基本的

教育と識字率向上 6、経済と地域社会の発展 

 ・2 か国以上のクラブまたは地区が参加し長期的な

持続が望める国際的プロジェクトであること 

 ・ロータリークラブがある国、および地域のプロ

ジェクトであること 

 ・重点分野に関連する大学院レベルの研究に提供

される奨学金として使用することが可能 

 ・グローバル補助金使用の場合は「クラブ資格認

定」が必要でその有効期間は 1 年間。ロータリ

ー財団へ寄付された方への称号と寄付金と補助

金についての一覧表を付けていますのでご確認

のほどお願いします。 

 
○幹事部門、IT 部門    幹事 中村 俊之 君 
幹事の役割 
・会長と協力する 
・委員会と協力する 
・理事会運営 
・例会運営 
・クラブ協議会 
・役員を選ぶ 
・年次報告書をつくる 
幹事の責務 
・地区研修・協議会と地区大会に出席する。 
・前任の幹事からクラブデータを受け取る。 
・クラブの次期理事会メンバーと密に連絡を取る。 
・Rotary.org で個人のアカウントを作る（まだ作成

していない場合）。 
・クラブ情報と会員情報への変更を、Rotary.org で

更新する。 
・クラブ請求書を会計に渡す（1 月と 7 月にクラブ

に送付）。 
・クラブ理事会と管理運営委員会のメンバーとなる。 
・例会、理事会、協議会の議事録を記録する。 
・公式名簿に掲載するクラブと役員の情報を更新す

る。 
・クラブでの連絡、問い合わせへの対応、正式な通

知や招待状を送付する。 
・行事で使う推進資料、名札、会合資料を管理する。 
・例会の出席記録をつけ、月々の出席レポートを地

区ガバナーに提出する。 
・クラブの史料を保管する。 
・ロータリー年度末に年次報告を作成する。 
・必要に応じて、会長、会計、各委員会を援助する。 
・後任の幹事にクラブの記録文書を渡す。 
IT 部門 
 My Rotary について、当クラブの寺下地区ＩＴ委

員長から、説明があり、全てのクラブで会員に登録

を推進することになりました。地区目標は加入率

50%です。皆さんの登録をお願いします。 

７．閉会点鐘 

 

次回例会 

9 月 3 日（月） 第 1968 回 例会 19:00～ 

夜間例会 お誕生日、結婚記念日のお祝い 

 

 
 

 
深谷 政男 君  久しぶりの８○会のゴルフ楽し

ませて頂きました。夜の食事会

欠席してすみませんでした。 
山名 正一 君  ８○会コンペ暑かったですね。幹

事様ご苦労様でした。 
寺下  卓 君  昨日の８○会のゴルフ暑かった

ですが、出席ありがとうござい

ました。優勝は大江さんです。

表彰状を渡します。 
大江 久夫 君  ゴルフ、表彰して頂きありがとう

ございます。ゴルフは何がおこ

るかわかりません。嬉しいです。 
 
 
 
 
 
 
 
魚谷 幸司 君  昨日、８○会、夜に参加しました。

大江さん優勝おめでとうござい

ます。食事会、楽しかったです。

家内と娘が、世界遺産に興味が出

てきています。土曜日、丹生都比

売神社に行ってきました。 
小椋 孝一 君  子供食堂は、毎月第２金曜日に動

木の集会所で開催している。 
田岡 郁敏 君  土・日、大学の用事で関空に行く

が、駐車場満車、余裕を持つこと

が、大事です。紀美野町の天文台

に子供と行き、きれいな星を見て

感動しました。 
岩井 克次 君  最近、ニコニコを入れていないの

で････。 
 
 
 
 

祖国の紛争から逃れてきた若いローター

アクターたちが、ウガンダの難民施設で

人びとに寄り添い文化をつくる 
 
とある月曜日の朝、ウガンダ最大級の難民施設「ナ

キバレ難民居住地」にあるポール・ムシャホさんの

お店には外まで行列ができています。 
ムシャホさんは 2016 年、祖国であるコンゴ民主共



和国での暴力行為から逃れてこの地にたどり着きま

した。殺害すると何度も脅迫されたため、ウガンダ

に渡り、89,000 人が暮らす 184 平方キロの難民居住

地で友人と合流しました。 
26 歳になる物腰柔らかいムシャホさんは IT 系の

学位を有しており、住居を兼ねた

木造の店舗で送金サービスのビ

ジネスを営んでいます。 
ムシャホさんは、コンゴやブル

ンジ、ソマリア、エチオピア、エ

リトリア、ルワンダ、南スーダン

などから来た難民に対し、携帯電

話を使ってウガンダ国外の家族

や知人からお金を受け取れるというサービスを提供

しており、ビジネスは大繁盛しています。 
また両替サービスも行っており、利用者が多すぎ

て現金が不足してしまうこともあります。この日ム

シャホさんは、最寄りの銀行でお金を下ろして戻っ

てくる友人を待っていました。最寄りといっても 2
時間も離れたムバララの街にある銀行です。 
木製机の椅子に腰掛け、取引台帳と携帯電話 7 台

を駆使するムシャホさんですが、帰りの遅い友人に

焦りはどんどん募っていきます。お金が間に合わず

顧客から手数料が取れなくなることを焦っているの

ではなく、お金を渡せないまま顧客を帰してしまう

ことが気がかりなのです。 
「お客さんを待たせたくはありません」外の道を

眺めながらムシャホさんは言います。店の外にはト

タン屋根のお店が立ち並び、トマトや木炭を売る女

性たちや、店頭に牛肉を並べている精肉店、バイク

の上で時間を潰す若者たちで賑わっています。 
「彼らには他に頼れる人がいないんです」とムシ

ャホさん。ムシャホさんは地域社会に住む人びとの

暮らしを良くしたいと願う若き起業家であり、生粋

のローターアクター（ロータリーが支援する 18～30
歳までのリーダーの組織）であると言えます。 

しかし、ムシャホさんの背景や所属するクラブの

状況は極めて異例です。ムシャホさんのナキバレ・

ローターアクトクラブは 2016 年下旬に設立され、翌

年 7 月に正式に発足しましたが、難民居住地や難民

キャンプを拠点とするローターアクトクラブとして

は世界初であると考えられ

ます。クラブのメンバーや難

民の生活にとってナキバ

レ・ローターアクトクラブと

は、紛争でも自分たちの夢を

諦めなかった若者たち、祖国

を離れた人びとの人間愛が

存在する国家、そして想像を

絶する悲劇を経験した人び

とを支える奉仕の精神の上

に成り立つ団体なのです。 
難民を迎え入れてくれる場所 
ナキバレは一般的な難民キャンプとは異なります。 

184平方キロの敷地に 3つの市場があるナキバレは、

ウガンダ南西部のごく一般的な農村地帯を思わせる

場所です。その起伏のある土地にはバナナの木やシ

ロアリの塚があり、ロングホーン牛の群れが暮らし

ています。 
ナキバレは、ルワンダ独立に伴う紛争から逃れて

きた難民を収容するため 1950 年代に作られた街で

あり、今ではすっかり周りの風景に溶け込んでいま

す。しかし、ここ数年間でナキバレの人口は増減を

繰り返しています。これは南スーダンの内戦やソマ

リアの国家崩壊、暴動や武装勢力によるコンゴ西部

の恐怖支配といった地域紛争から逃れてきた人びと

を受け入れていたためであり、特にコンゴからの難

民はナキバレの現在の住民の半数以上を占めていま

す。多くの人がここに 1～2 年ほど住んでおり、中に

は数十年住んでいる人もいますが、ほとんどがナキ

バレを自分たちの故郷として考えています。 
この地域の他の政府とは異なり、ウガンダ政府は

新しく避難してきた人びとに耕作地を付与し、簡易

住宅を建設するための資材を提供することで自立を

促しています。また難民のこどもたちは無償で初等

教育を受けることができ、経済に貢献できるよう働

く機会も与えられています。 
ウガンダの国境付近では 150 万人の難民が保護さ

れており、難民登録された人は自由に国内を移動す

ることができます。難民が都市でビジネスを営むこ

とができれば、理論的には彼らを一カ所に閉じ込め

ておく必要はありません。「彼らは一般の人のように

自由に生活することができるようになります」と説

明するのはアメリカ難民委員会（ARC）のウガンダ

地域部長バーナード・オジャン氏です。ARC はナキ

バレ・ローターアクトクラブと緊密に連携している

団体です。「豊富な耕作地のお陰でウガンダ政府は寛

大な難民政策を実施することができていますが、こ

のシステムは難民を『負担』ではなく『資産』とし

て捉えるという高いレベルの信念を反映していると

言えます」とオジャン氏。 
「ウガンダは、難民を『お荷物』などではなく『チ

ャンス』として捉えることで、実際にたくさんの変

化が起こっていることに気付いたのです」 
変化を起こす人のアイデア 
「難民は変化を起こす人びとである」という発想

が最終的にローターアクトクラブの設立へと繋がり

ました。（以下、省略 My Rotary ニュースから） 
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